
Ｑ．（数 3標準問題集 p152例題 65(2) ） 

x の範囲が 0≦x≦1/4  と-2≦x≦1/4  に分けられていますが、どうやって調べるので

すか？   

 

Ａ． 

      の範囲（ｙ軸よりも左側）では一つのｘに対応するｙは一つに定まります。 

一方、    
 

 
の範囲（ｙ軸よりも右側）では一つのｘに対しｙが２つ対応するため、

面積を求めるには上側にあるｙ２を積分したものから下側にあるｙ１を積分したものを

引かなければなりません。そのため、ｙ軸を境にまず２つの範囲に分けています。 

 

１５２ページ下部の式を分かりやすく書くと、 

 

 
   軸の左側 ＋ ｙ軸の右側   

=     
 

  
       

 

 
 

      
 

 
 

          

ｙ１ｙ2をそれぞれまとめて積分して、 
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となります。 

 

次に、ここから積分する変数をｘからｔに変えていきます。 

（１）で求めた媒介変数を使います。定積分の始点、終点のｘについてそれぞれ対応す

るｔを調べます。 

               より、ｘ＝－２、０、
 

 
をそれぞれ代入して解くと 

①ｘ＝－２のとき、(cost-2)(cost+1)=0 となり、cost=-1 から t=π 

②ｘ＝０のとき、(cost-1)cost=0となり、cost=1,0 

  ｘ＝０でｙはｙ１とｙ２の２つ対応するので 

 ②-1 （ｘ、ｙ）＝（０、ｙ2）のとき 

ｙ２≠０であることを考えると、y=(1-cost)sintの式より cost≠1なので、cost=0  

②-2（ｘ、ｙ）＝（０、ｙ１）＝（０，０）のとき 

  ②-1のときに cost=0だったので、こちらは cost=1 

  これは y=(1-cost)sint=0も満たします。よって、t=0 

③ｘ＝
 

 
のとき、            となり、cost=

 

 
 よって t=

 

 
 



 

基本的には曲線の描かれる軌道に沿ってｔの値が連続的に変化していくように、ｘとｔ

を対応させます。上に書いたように三角関数を解く方法で求めてもよいのですが、曲線

を描くのに使う増減表を使うと分かりやすくなります。ｘ軸より上方にある半分のみを

求めるので、ｔは０  ｔ  πで考えます。 

増減表を使えば、同じｙ＝０でも２点対応しているのがわかりやすいと思います。 
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↙ (-2,0) 

 

 


